
令和５年度 公益財団法人大分県スポーツ協会 第４回理事会 

日時：令和６年３月２２日（金）１０時３０分～ 

場所：大分県庁舎新館１４階 「大会議室」 

 

理 事 

出 席 者  麻生 益直  栗田 泰司  佐保 宏二  宮成 康蔵  内海 秀昭 

（２０名）  衛藤  賢  大久保邦彦  岡部  司  河村 美香  岐部 俊哉 

佐藤 彰倫  西川 幸宏  荷宮 利孝  羽田野明美  牧  和志 

御沓 稔弘  森田 美穂  山田 美樹  柚木  徹  吉田 正史 

 

欠 席 者  岡本天津男  相馬 尊重  石川 明徳  伊東  剛  大場 俊二 

（１０名）  加藤 寛章  川野 眞司  末吉 新治  豊田 正順  村田  潤 

    

 

監   事 

出 席 者  羽田野昭人  古庄 健一  穴井 哲也 

（３名） 

 

欠 席 者 

（０名） 

 

議事録作成者 専務理事 佐保 宏二 

 

資 格 確 認 押田総務部長が出席者理事２０名で、定数の過半数であることから、本会定款第

３６条により、本会が成立することを報告した。 

 

１ 開式のことば 

  押田総務部長が開会のことばを述べた。 

 

２ あいさつ 

  公益財団法人大分県スポーツ協会麻生会長が、あいさつを述べた。以下あいさつ文。 

 

  本日は、第４回理事会を開催しましたところ、皆様方には、年度末の大変御多用な中、御出

席をいただき、誠に有難う御座います。また、平素から、本県のスポーツ振興並びに本会の諸

事業の推進に格別の御支援と御協力を賜り、厚く御礼を申し上げます。 

  さて、既に皆さんも御承知の事と思いますが、三好内科循環器科医院医院長の三好博先生が、

去る３月１１日に逝去いたしました。三好先生は、大分三好ヴァイセアドラーの生みの親でも

あり、我々の協会にも大変御尽力頂いた方でありました。１４日の葬儀に参列したことを御報

告いたします。皆さんも健康には十分御留意することを重ねてお願い申し上げます。 

本題に入りますが、先月１１日に、本県スポーツ少年団最大のイベントであります「大分県

スポーツ少年団駅伝交流大会」を開催し、昨年を上回る６９団から６６１名の選手が参加して

くれました。当日は天候にも恵まれ、大変素晴らしい大会となりました。共催の大分合同新聞

社様をはじめ、関係の皆様に御礼を申し上げます。 

また、国民スポーツ大会については、既に冬季大会が終了いたしましたが、参加した選手は

「チーム大分」の一員として精一杯の戦いをしていただきました。次の戦いは、第７８回国民

スポーツ大会「ＳＡＧＡ２０２４」の代表権をかけた、九州ブロック大会となります。２年連

続「天皇杯得点１０００点」の達成に向け、１つでも多くの代表権を獲得したいと思っており



ます。 

あと１週間ほどで新年度となりますが、令和６年度はパリオリンピックや北部九州インター

ハイが開催されます。こうした大会での本県選手の活躍を大いに期待しているところですが、

佐賀県で開催されます国民スポーツ大会に向けた競技力の向上や、中学校運動部活動の地域移

行、また、登録・認証制度の本格的な実施となった総合型地域スポーツクラブに関することな

ど、課題もあります。今後も加盟団体や関係機関との連携をより緊密にし、諸課題の解決に取

り組んでいきたいと考えておりますので、皆様方の一層の御支援・御協力をお願いいたします。 

結びに、本日は、来年度の「運営方針」、「事業計画」、「収支予算」などについて御審議い

ただくこととしております。皆様方には、忌憚のない御意見を賜りますようお願い申し上げ、

あいさつといたします。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

３ 議長選出 

  以下、進行より、議長及び議事録署名について説明がなされた。 

 

  理事会規程第６条では、「理事会の議長は会長がこれにあたる」となっておりますので、麻 

生会長に議長をお願いいたします。 

  また、議事録署名については、定款３７条に「出席した代表理事及び監事は、議事録に記名

押印する」となっておりますので、その旨よろしくお願いいたします。 

 

  以下、議長による進行。 

 

４ 報告事項 

  以下の報告事項について、宮成常務理事兼事務局長より説明がなされた。 

 

（１）令和５年度事業報告（業務執行状況の報告）について（９月２日～３月１８日） 

（２）第７８回国民スポーツ大会冬季大会成績について 

（３）各種大会成績について（令和５年度第３回理事会以降） 

（４）感謝状の贈呈について 

 

【（１）令和５年度事業報告（業務執行状況の報告）について（９月２日～３月１８日）】 

 レジュメ１ページから６ページにかけて、９月２日以降の、事業報告及び業務執行理事の職務

状況の御報告をいたします。これは本会定款に基づき、業務執行理事である会長、副会長、専務

理事、常務理事の職務実行状況を報告するものです。抜粋して御報告いたします。 

１ページを御覧ください。Ｎｏ．２ ９月６日に、第２回理事会を開催いたしました。副会長、

専務理事ほか役員の皆様に御出席いただき、中期経営計画等について協議いたしました。Ｎｏ．

１１ ９月２９日に、特別国民体育大会大分県代表団結団壮行式を開催し、会長、副会長をはじ

め役員・選手が参加して鹿児島国体に向けてチーム大分を結団いたしました。 

 ２ページを御覧ください。Ｎｏ．１３ １０月７日～１７日に、特別国民体育大会に会長、副

会長等が、大分県本部役員として御対応いただきました。御承知の通り、１３年振りに目標の天

皇杯得点１０００点を獲得いたしました。Ｎｏ．１７ １０月２９日に、令和５年度ガバナンス

研修会を開催しました。本県出身で、日本スポーツ協会事務局長の岩田史昭氏を講師に迎え、「ス

ポーツにおいてガバナンス・コンプライアンス確保はなぜ必要か」について御講演いただきまし

た。Ｎｏ．２１ １１月９日に、第２回九州地区スポーツ協会連絡協議会に参加し、九州各県の

代表者と議題について協議いたしました。 

 ３ページを御覧ください。Ｎｏ．３１ １２月１日に第２回スポーツ医科学委員会兼専門部会

合同会議を開催し、専務理事をはじめ医科学委員が各専門部会の活動報告を受けました。Ｎｏ．

３４ １２月９日から１０日にかけて九州クラブネットワークアクション２０２３を本県で開催



し、九州各県から１００名を超える総合型地域スポーツクラブ関係者が参加しました。当日はス

ポーツ庁、日本スポーツ協会からの情報提供もあり、活発な協議がなされました。 

 ４ページを御覧ください。Ｎｏ．３８ １２月１６日に、大分県スポーツ指導者研修会を開  

催し、鹿島アントラーズＦＣ取締役の吉岡宗重フットボールダイレクターに、「プレイヤーズセン

タードなアプローチ」について御講演いただきました。Ｎｏ．４４ １月１９日に、第３回理事

会を開催いたしました。会長、副会長、専務理事をはじめ役員の皆様に御出席いただき、補正予

算等について協議いたしました。Ｎｏ．４５ １月１９日に、第７８回国民スポーツ大会冬季大

会大分県代表団結団壮行式を開催し、御来賓として佐藤県知事、元吉県議会議長に御出席いただ

き、スキー競技、スケート競技の選手団の結団をいたしました。 

５ページを御覧ください。Ｎｏ．５０ ２月１１日に、本会主催の第３２回大分県スポーツ  

少年団駅伝交流大会を開催しました。県下各地から男女あわせて６９団が参加し、駅伝を通じて

交流をいたしました。Ｎｏ．５１ ２月１４日に、大分県スポーツ協会表彰式を開催し、会長、

副会長、専務理事の出席のもと、表彰者全員に賞状と楯を麻生会長より授与いたしました。 

 ６ページを御覧ください。Ｎｏ．５９ ３月６日に、大分県総合型地域スポーツクラブ連絡  

協議会常任幹事会を開催し、令和６年度の事業計画、収支予算、登録料等について協議しました。

Ｎｏ．６１ ３月８日に、第３回スポーツ医科学委員会を開催し、専務理事、医科学委員の出席

のもと、令和６年度の運営方針・事業計画等について協議しました。 

 事業報告及び業務執行理事の職務状況については、以上でございます。 

 

【（２）第７８回国民スポーツ大会冬季大会成績について】 

 続いて、レジュメ７ページを御覧ください。１月末並びに２月中旬に開催されました、冬季大

会スケート競技会とスキー競技会での大分県選手団の成績です。 

スケート競技に１名、スキー競技会に１５名の選手が出場し、御覧の通りの結果となっており

ます。冬季大会については、練習環境がない中、他県に出向いてトレーニングを行い、冬季大会

に参加することで参加点を獲得していただいております。本当にありがとうございます。詳細に

ついては後刻御覧ください。 

 以上でございます。 

 

【（３）各種大会成績について（令和５年度第３回理事会以降）】 

次に、レジュメ８ページを御覧ください。各種大会成績については、第３回理事会で報告した

以降の本県関係選手の主な大会成績を掲載していますので、御確認ください。今後３月下旬には、

高校の全国選抜大会が続々と開催されますので、引き続き、本県関係チーム・選手の活躍を期待

したいと思います。 

以上でございます。 

 

【（４）感謝状の贈呈について】 

それでは、レジュメ９ページをお開きください。上段、２段目に記載の感謝状贈呈に関する内

規を御覧ください。 

今回は、（２）本会に対して一定額を超える額を寄附した個人及び団体、（３）本会賛助会員と

して、通算１０年以上会費を納入した個人及び団体、(４)上記以外で、感謝状を贈呈する必要が 

あると認めた個人及び団体を対象としています。 

まず中段、丸印の賛助会員関係でございます。（１）通算１０年以上会費を納入した記載の個人

２名、団体は４団体でございます。１０年もの間、継続して本会賛助会員として御寄附いただき

ました。 

次に（２）一定額を超える額を納入した記載の個人２名、団体は１３団体でございます。後ほ

ど御報告いたしますが、お陰様をもちまして、賛助会費の合計額が過去最高額となりました。本

当にありがとうございました。 

次に下段記載の、感謝状を贈呈する必要があると認めた個人でございます。三好内科循環器科



医院院長で、プロバレーボールリーグに所属の大分三好ヴァイセアドラーのオーナー兼部長の三

好博先生でございます。誠に残念ですが３月１１日に御逝去されました。謹んでお悔やみ申し上

げます。故三好先生の御活躍は、皆様御承知の通りで、私財をもって本県にプロバレーボールチ

ームを設立し、Ｖリーグ１部で活躍するチームを育成いたしました。また記載の通り、平成５年

～１８年までの間、本会スポーツ医科学委員会委員としても御活躍いただきました。本当にあり

がとうございました。 

以上、感謝状の贈呈について御報告いたします。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

５ 議事 

  以下の議案について宮成常務理事兼事務局長より、説明がなされた。 

 

議案１ 令和６年度運営方針及び専門委員会基本方針について 

議案２ 令和６年度事業計画について 

議案３ 令和６年度収支予算について 

議案４ 評議員会の開催について（５月臨時・定時評議員会） 

 

【議案１ 令和６年度運営方針及び専門委員会基本方針について】 

 レジュメ１０ページを御覧ください。令和６年度公益財団法人大分県スポーツ協会運営方針（案）

でございます。ねらい、基本方針は令和５年度から変更はございません。重点的取組としては、

４点を挙げています。 

まず一つ目は、第７８回国民スポーツ大会での天皇杯目標得点の獲得に向けた競技力向上対策

の推進です。昨年達成した天皇杯得点１０００点を今年も目標として設定し、その達成に向けて

競技力向上対策本部や競技団体、企業、学校等と連携し、競技力向上対策を推進していきます。 

二つ目は、財政基盤の確立と財務体制の強化です。今年度、策定した中期経営計画に基づき、

新たな賛助会制度を構築し、自主財源確保に向けて、賛助会の更なる拡充に取り組みます。 

三つ目は、登録・認証制度を通じた総合型地域スポーツクラブの資質向上でございます。クラ

ブの創設期を経て、今後はクラブ育成の推進、資質の向上に取り組みます。 

四つ目は、誰もが安全・安心にスポーツを楽しめる環境作りにむけた、Ｎｏスポハラ活動の推

進です。全国的にもスポーツ界のハラスメントの報道を目にします。また、残念ながら本県も昨

年度、多くのスポーツハラスメント案件がございました。我々としては、本県からスポーツハラ

スメントを出さないよう啓発活動に取り組んでいきます。日本スポーツ協会も重点課題としてお

り、本県指導者協議会と連携し、スポーツ少年団、総合型クラブ、企業、学校など、関係者にＮｏ

スポハラの啓発に取り組んで参ります。 

次に１１ページをお開きください。競技力向上委員会の基本方針（案）でございます。ねらい、

基本方針、重点的取組については、令和５年度と同様でございます。この基本方針（案）に則り、

１２ページ掲載の第７８回国民スポーツ大会の目標（案）の達成を目指します。２年連続の天皇

杯得点１０００点獲得を目指し、キーワードを下段記載の「２０・１０・５」としています。２

０・１０・５とは、競技得点獲得が２０競技以上、３０点以上獲得が１０競技以上、その中で５

０点以上獲得が５競技以上を表しております。また記載の団体８競技で１５０点以上を目指しま

す。これは１０００点獲得に向けて、過去１０大会を分析し、本県が１０００点を獲得するため

の得点モデルでございます。１３ページには、過去１０大会の天皇杯得点・順位の推移を掲載し

ております。１４ページのスポーツ大分パワーアップ事業実施要項（案）、更には、１５ページ、

１６ページの令和６年度強化指定一覧（案）、令和６年度強化指定個人（案）については、２月１

９日に開催した競技力向上委員会の協議を経て、本日理事会にお諮りするものです。１４ページ



のスポーツ大分パワーアップ事業の内容については、令和５年度の事業内容と大きな変更はござ

いません。この内容で引き続き、効果的な競技力向上対策を推進していきたいと考えております。

１５ページの、強化指定一覧（案）につきましては、昨年の指定をベースに、鹿児島国体をはじ

め、過去３大会の国体成績等を踏まえ、ランクの入れ替えや団体の入れ替え等をしております。

１６ページの、強化指定個人（案）につきましても、各選手の実績や鹿児島国体の成績を踏まえ

ランクの入れ替えや新規の指定をしております。 

次に、スポーツ医科学委員会基本方針（案）でございます。１７ページを御覧ください。こち

らも、内容は令和５年度から変更はございません。こちらの内容についても、３月８日に開催し

ました第３回スポーツ医科学委員会での協議を経て、本日理事会にお諮りするものです。来年度

も、この基本方針に基づき、医科学関係者とより一層の連携を図り、選手のサポート体制の整備

や医科学における諸問題の解決に取り組みます。 

次に、大分県スポーツ少年団基本方針（案）でございます。こちらも、基本的な内容は令和５

年度と同様ですが、重点的取組を一つ追加しています。三つ目の項目です。令和６年度に本県で、

第４７回全国スポーツ少年団剣道交流大会を開催することから、この大会の成功に向け、競技団

体等と連携を図り、大会の成功に向けて準備いたします。なお、この基本方針（案）についても、

３月７日に開催しましたスポーツ少年団常任委員会での協議を経て、本日理事会にお諮りするも

のです。 

令和６年度運営方針及び専門委員会等基本方針については以上でございます。 

御審議お願いいたします。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《麻生議長が、上記のことについて承認を議場に諮った》 

 

《全会一致で承認された》 

 

【議案２ 令和６年度事業計画について】 

レジュメ１９ページ・２０ページを御覧ください。令和６年度事業計画一覧（案）でございま

す。１が理事会・評議員会等の会議、２が全国・九州関係の会議、３～５が国民スポーツ大会関

係行事、６は本会関係専門委員会等の会議並びに事業、③のスポーツ少年団関係は、県内・九州・

全国の会議の他、各種研修会や日独スポーツ少年団同時交流、各種大会への派遣など、大変多く

の事業を計画しております。２０ページ中段の、④は、総合型地域スポーツクラブ連絡協議会の

関係行事、７は本会主催会議、８が日本スポーツ協会委託事業、９が表彰関係事業、１０が広報

関係事業、１１が募金関係事業、１２がその他の事業でございます。記載の日程については、あ

くまで予定でございますので、変更する場合もございます。御理解をお願いいたします。 

御覧の通り、来年度も多岐にわたり各種事業に取り組むこととしておりますが、一方で、行事

に参加される本会関係者の負担軽減や、本会職員の働き方改革を推進するための環境整備も喫緊

の課題です。今後も行事の精選について、引き続き、検討を続けていきたいと思います。 

事業計画の説明は以上でございます。御審議お願いいたします。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《その後、質疑無し》 

 

《麻生議長が、上記のことについて承認を議場に諮った》 

 



《全会一致で承認された》 

 

【議案３ 令和６年度収支予算について】 

レジュメ２１ページを御覧ください。この予算（案）については、現在、県議会において令和

６年度予算について審議中でございますので、本日提示する予算案のうち、県からの補助金につ

きましては、県議会の議決を前提として提案するものであることを御了承願います。 

それでは、慣例により、公益目的事業３事業と法人会計をまとめた、Ａ３の概要版で説明させ

ていただきます。表の両端に記載の数字は行数でございます。行数を示して御説明いたします。 

まず、２行目から４８行目までが収入の部となる経常収益、４９行目から７１行目までが支出

の部となる経常費用でございます。７７行目に収支となる当期経常増減額計の記載がございます。

また、前年度予算額については、第３回理事会において承認された補正後の予算となっておりま

す。 

それでは、経常収益です。３行目の特定資産運用益１千円、４行目の受取会費１５７５万９千

円、１０行目の事業収益１３２２万２千円、２８行目の受取補助金等２億６７３１万３千円、３

８行目の受取寄附金６７２万３千円、４５行目の雑収益４９万６千円、４８行目の経常収益計３

億３５１万４千円で、前年比１６３２万８千円の増です。これは九州ブロック大会の開催地が今

年度は大分県開催でしたが、来年度は宮崎県での開催となっており、国スポ派遣費が増額したこ

と等によるものでございます。 

次に、経常費用です。５０行目の大分県スポーツ振興事業２億５３５１万４千円、５４行目の

大分県スポーツ少年団事業８５０万６千円、６１行目の大分県スポーツ普及・表彰事業７７６万

円、６８行目の上記３事業の事業管理費２９７４万２千円、７０行目の法人会計管理費６９８万

１千円、７１行目の経常費用計３億６５０万３千円で、前年比１８２８万３千円の増です。経常

収益同様の理由によるものです。 

７７行目の収支差額となる当期経常増減額ですが、２９８万９千円の赤字見込みの予算編成と

なっております。大きな要因としては、来年度開催されます全国スポーツ少年団剣道交流大会に

かかる経費、またスポーツ安全協会普及事業の契約が委託契約となり契約変更によるものでござ

います。 

大きな赤字見込みでございますが、６８行目の３事業の事業管理費を５２５万２千円の経費節

減、７０行目の法人会計管理費も６４万１千円の経費節減をした上での赤字見込みでございます。

更なる経費節減を図りながら、次年度は本会運営に取り組んで参ります。なお、各会計の詳細に

ついては、２２ページから２５ページに掲載しております、後刻御覧ください。 

以上で、収支予算（案）の説明を終わります。御審議宜しくお願いいたします。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《麻生議長が、上記のことについて承認を議場に諮った》 

 

《全会一致で承認された》 

 

【議案４ 評議員会の開催について（５月臨時・定時評議員会）】 

レジュメ２６ページを御覧ください。評議員会を開催する場合は、理事会において、日時及び

場所並びに議事に付すべき事項を理事会において決定したうえで、会長が招集することとなって

おります。今回、人事異動等に係る役員の変更に伴い、理事・監事の選任が必要となることから、

その日時及び場所並びに議事内容について、御提案するものです。臨時評議員会、定時評議員会

の詳細については、記載の通りでございます。 

御審議宜しくお願いいたします。 



 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《麻生議長が、上記のことについて承認を議場に諮った》 

 

《全会一致で承認された》 

 

６ その他 

以下の内容について宮成常務理事兼事務局長より、説明がなされた。 

 

（１）令和５年度賛助会加入状況について 

続いて、（１）賛助会員加入状況について御説明いたします。レジュメ２７ページをお開きくだ

さい。３月１０日時点の賛助会員加入状況でございます。お陰様をもちまして、法人会員、個人

会員の両方で過去最高となる賛助会加入状況でございます。 

法人会員は１８０件、個人会員が１６２件であり、前年比で、法人が２１件増、個人が１３件

増となりました。下段に記載がございます賛助会費総額は、前年比６２万５千円増の７０２万円

でございます。賛助会員一覧を掲載しておりますが、理事の皆様をはじめ、多くの皆様の御理解、

御協力に改めて感謝申し上げます。 

中期経営計画で御提案した通り、次年度からは新たな賛助会制度を構築し、２０２７年末まで

に賛助会費総額１０００万円を達成できるよう取り組んで参ります。来年度も引き続き御協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

その他の説明は以上です。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 

《麻生議長が、その他発言があるか議場に確認した》 

 

西川理事 

県中体連からです。本年度も大きな事故等なく大会を終えることができました。感染症や熱中

症、また台風等も心配されましたが、無事終了することができ安心しております。御協力、大変

ありがとうございました。 

 さて、これまで中体連主催大会に参加する者は、学校の部活動に所属している生徒だけが参加

していましたが、少子化の影響や、学校に部活動がないなどの理由により、今年度から地域クラ

ブ活動に参加している生徒も中体連の大会に参加する、また上位大会に出場するということを認

めてきました。その成果もあったのですが、全国的な情勢を見た中で、来年度からはその制度を

緩和し、更に多くの生徒達が参加できるようにいたします。ただ、勝利至上主義等も懸念されま

すので、それぞれの種目や地域で参加制限を設けながら、多くの生徒達が参加できる形を取って

いくこととしております。詳しくは、午後からの評議員会において、中体連理事長が評議員の皆

様に説明いたします。 

 

《麻生議長が、上記のことについて議場に質疑を求めた》 

 

《質疑無し》 

 



７ 閉会のことば 

押田総務部長が閉会のことばを述べた。 

 

令和６年３月２２日 

 

 

 

 

 

 

会 長  麻生 益直 

 

監 事  羽田野昭人 

 

監 事  古庄 健一 

 

監 事  穴井 哲也 

 

 

 


